
第9巻　第4号

はV－30を3個直列，A電源はUM－2　Aを2個並列に

したものを副搬送波および変調回路用に，これにさらに

UM－3　Aを2個直列に加えたものを高周波回路用に使用

した．総合特性の1例はeg　3図に示すとおりで，両電源

変動の影響が相殺され，RF発振周波数変動はきわめて

小さくなって紀り，実用上非常に良好な特性をえている

ことが分る．
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第3図　時間経過による電池電圧と発振周波数の変化

　標準電源電圧は，B電圧85V，　A電圧1，25Vおよ

び4Vで，この状態で，出力O．3W，最大周波数偏移

±300kctsとなるようになっている・

　3・構造構造外観は第4図に示すとおり，アルミ

ニ＝ウム製の容器内に各部が収納され，シールドが完全

に行われるようになっている・この結果，1型で苦労し

たRFの影響が各部に及ぶような点が全く無くなった・
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第4図
テナである，テレメータ送信機は頭部の側にあり7一方，

レーダ送信機はエンジン部の側にある．したがって，ア

ンテナ励振のための給電には、テレメータ送信機のRF

出力を送信機の下部中心から引き出し，ロケットを組み

立てれば，この尖端がレーダ送信機の外筐の受口に自動

的に嵌合し，給電の目的が達せられるようにしている．

　全重量は各部の構造に注意を払った結果，1ユkgに

おさまっている．

　4，　結　書　以上，はなはだ簡単であるが，IIS－TM

2型テレメータ送信機の特徴について述べた．特に記さ

なかった点は，1型と同じであるとして省略したもので

ある，

　終りに，本機の製作，設計に終始ご援助を頂いた東大

高木教授，野村助教授，黒川助手に深く謝意を表する次

第である．
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